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階に進む」（p．9）という二つの目標が掲げられた。従  

来の「物語史」あるいは実証主義史学には，あまりに  

も強い歴史的事実，史料に村する信頬，政治史への強  

調が存在したとされる。二人の創始者はそれらを拒否  

し，歴史を人間諸科学の中心とした諸科学の統合を，  

そして歴史を単なる「物語」ではなく「問題史」とし  

て現在に繋がる歴史学を，と歴史学を科学として再編  

成することを目指した。具体的には以下のような目標  

が見られた。①政治史の排除。これは実証主義史学の  

政治史の強調への批判であるが，彼らはそれらが歴史  

の表象のみしか捉えられないとし，より全体的視点を  

探究しようとした。②現実の問題の重視。これは創刊  

当時の「世界恐慌」という時代背景での要求によるも  

のでもあり，現在との連続性の視点を提供した。③歴  

史家としての観念の重要性。伝統的歴史学は歴史的事  

実こそが客観性を持つものだとし，これを列挙するの  

みの博学であった。しかしフェーブルは彼の歴史概念  

が主観性をともなうことを認識し，歴史は創造される  

もの，もしくは解釈であり，それ故に歴史学も科学と  

なり得るのだと主張した。これらの目標を達成するた  

めには学際的研究が必要となり，歴史学はその中心的  

存在となるのである。   

第2章では，『アナール』の第三の主催者となるフエ  

ルナン・ブローデルと，彼の生涯のフィールドとなる  

地中海世界について論じられる。実際の地中海の記述  

に関しては，訳本が出ているので詳しく述べることは  

しない。ここでは地理学者としての彼の社会，そして  

時間に対する視点をみてみよう。彼の業績は地理学に  

おいても当時，時間地理学研究の中心的存在であった  

Pred（1984）のなかで取り入れられている。これはブ  

占－デルの時間の捉え方が当時の時間地理学の新しい  

視点として表明したものと解釈することができる。す  

なわち，ブローデルには彼独自の時間に対する視点が  

あった。そしてその視点は，1949年に出版された  

『フェリペニ世時代の地中海と地中海世界』という著作  

のなかで示されている。これは三部構成になっている。  

第一一部「環境の役割」では，長い時間をかけても動か  

ないもの，まさに地中海の自然地理学的研究であった。  

第二部「共同の運命と全体の動き」では，経済，人口  

等のより変動しやすい人間集団の歴史を扱う。そして  

最後の「事件，政治，人間」はまさに伝統的史学が対  

象としたような，フェリペニ世の政治史を扱う。これ  

らは波長のスケールの違う三つの変動を区別して扱っ  

ている。すなわち「地理学的時間」「景況corjoncture」  

「事件史」である。ここで注月すべきが，この「地理的  

書  評  

竹岡敬温：『ァナール』学派と社会史  

－「新しい歴史」に向かって一  

同文館，1990，282p．，3300円  

本書は，今世紀フランスから生じた歴史学における  

重要な潮流であり，人文，社会諸科学に大さな影響を  

与えた『ァナール』学派について，著者が諸雑誌で発  

表したものをまとめたものである。アナール学派を論  

じたものは数多いが，本書はその誕生から今日まで，  

総括的に論じられ，他の分野の者でもかなり分かりや  

すく書かれている。『ァナール』の創始者であるリュシ  

アン・フェーブルとマルク・ブロックが，フランスの  

地理学者ヴイダル＝ド＝ラ＝ブラーシュから多くを学  

びとっていることは周知の事実であるが（野澤，1985），  

単にそれらの結びつきを論じるのではなく，こうして  

地理学から生じたといっても過言ではないアナール学  

派の成功から今日の地理学に取り入れられるものはな  

いであろうか，と本書を通して考えてみたい。   

本書の構成は以下の通りである。  

第1章 『ァナール』の誕生  

第2章 ブローデルとブローデルの世界  

第3章 物価史とエルネスト・ラブルース  

第4章 時系列史の課題と動向  

第5章 歴史人口学の諸問題  

第6章 心性史と歴史人類学  

第7章 『ァナール』学派と社会史   

まず第1章では，1929年に創刊された『社会経済史  

年報Aナ2乃αJβSd’払わ如‘cの乃0椚ね〟ββfs∂C由Jβ』と，その創  

刊者であるフランスの歴史家であるリュシアン・  

フェーブルとマルク・ブロックについて論じられる。  

そして彼らの従来の歴史学に対する批判，その新しく  

学際的で全体的な視点が概説される。ここでフェーブ  

ルとブロック，そしてヴイダルとの関連を論じる必要  

はなかろう（野揮，1985を参照）。では何故歴史学上で  

新しい視点が必要であったのだろうか。  

『ァナール（社会経済史年報）』はフェーブルとブ  

ロックの出会い，そしてストラブール大学における地  

理学者，心理学者，社会学者，経済学者，政治学者と  

の学際的交流のなかで生まれた。創刊号では「（一）専  

門精神を打破し，学際性を促進し，人間諸科学の結合  

を助長する，（二）理論的な議論の段階から，とくに現  

代史の領域での共同研究による具体的な成果実現の段  
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寄与する。そして歴史学が民族学や人類学に接近し，  

他の人間諸科学との交流を深めることになる。そして  

『ァナール』学派の歴史家達による，人類学的方法を援  

用して行われた多数の多様な研究の動向が紹介される。  

さらにこの傾向は「一般市民の歴史学」へ，「最も変化  

しないもの」としての心性へと歴史家の目を向けさせ  

ることになるのである。   

最終章（第7章）では「『ァナール』学派と社会史」  

と超して，もう一度この学派の成立と展開について概  

要される。まずその成立に大きく影響する，ヴイダル  

地理学とデュルケム社会学，そして経済史的アプロー  

チについて再び考察される。「全体史」をめざした歴史  

学がその基礎としたのは，伝統的史学のそれ，すなわ  

ち事件や人物ではなく「地域」であった。まさにここ  

にヴイダル地理学が見出されるのである。またさらに  

「事件」への批判，「問題」への指向は，まさに＜社会  

（集団）＞に対する視線であり，伝統的史学への批判は，  

デュルケムの歴史学批判と同様の視点に立っている。  

そして時系列史研究の出発点ともなるのが，シミアン  

やラブルースの経済史アプローチなのである。   

このように『アナール』学派は地理学，社会学，経  

済史といった三つのマトリックスから出発し，特定の  

地域を基礎とし，歴史を現代につながる「社会問題」  

として見．特に経済的なものに着目して発展していっ  

たのである。しかもそれは本来，特定の「学派」とも  

呼べないほどテーマも関心も拡大したものであり，そ  

の領域の広さが『ァナール』学派のアイデンティティ  

ともいわれている。まさに「単純化から複雑性へ」と  

いう方向性を持って，彼らは歴史を捉えようとしてき  

た，またこれからもしていくであろう。  

1993年5月に開催された経済地理学会で，歴史家の  

成田龍一氏が述べていたように，本来記述から始まっ  

た学問として，地理学と歴史学はかなりの共通性を  

持っている。まさにアナール学派が成し遂げたパラダ  

イムの変換（このような用語が適切かどうか分からな  

いが）は，近代地理学から現代地理学への移行とある  

程度同一視することができる。時系列史研究とその数  

量化の流れは，計量地理学の流れに当てはめられよう  

し，それはどちらも自然科学の成功に対して，それぞ  

れの学を科学として再構築しようとするものであった。  

しかし人文・社会現象を扱う地理学と歴史学は同様に，  

その数量化の限界に直面する。そこで人間性の回復を  

目指す動きがみられ，それが心性史研究であり，人間  

主義地理学であると理解できよう。また双方にはやは  

りマルクスの影響がある。こうした類似した流れのな  

一44  

かで，今日の地理学は今日の歴史学を参照する必要が  

ないだろうか。ウオーラーステイン（彼は社会学者で  

あり，歴史的資料は既存研究に負っているとされてい  

るが）の業績はいち早くピーターリ・テイラーによっ  

て取り入れられ，一つの新しい政治地理学の流れを形  

成している（高木，1991）。本書はこのウオーラーステ  

イン，そして今日邦訳が続けて刊行されているアラ  

ン・コルパン等まで触れられていないが，今日の地理  

学において，マルクス主義の政治経済学派のなかでの  

史的視点が叫ばれるなか，もう一つの史的な視点をア  

ナール学派の歴史学が提供してくれよう。   

本書は我々，歴史を専門としないような者にとって  

の教科書的役割を果たしてくれよう。それぞれの事例  

研究や『アナール』学派に関して我が国で論じられた  

ものにも当たることができるようになっている。しか  

も項目ごとに並列される教科書とは異なり，まさにそ  

の発展が「歴史的」「文脈的」に，物語として語られて  

いるのである。  
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熊山町史編纂委員会編：熊山町史大字史  

熊山町，1993，313p．，5000円  

町村史の編纂は静かなブームで今や全国に枚挙に追  

がないほど出版されている。その中で敢て本書をとり  

あげるのは大字史という新しい視角から従来の通史的  

叙述とは異なる新な町村史の編纂が行われたからであ  

る。   

岡山県熊山町は県東部吉井川の下流両岸に亙り山間  

の小河谷平野に位置している。古くから山陽道が通っ  

ており岡山まで20粁今やその郊外化の波が及ぼうとし  

ている。   

本書はこの町に生れ今も此庭に居住されている石田  

寛（福山大教授）博士が監修された。この事が編纂の  


